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新規疎水性ボンディング材を用いる次世代 2ス
テップシステムは象牙質接着性を向上させる
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【目的】1ステップ接着システムを応用したプライマー処理
後に疎水性の高い新規ボンディング材を用いる次世代 2ス
テップシステムの象牙質接着性を評価検討した．
【材料と方法】ヒト抜去大臼歯 15 本の象牙質を被着面とし，
ランダムに 3群に分けた（大阪大学歯学部附属病院倫理審査
委員会：H30-E51）．新規 2 ステップシステム（以下 BZF,
ジーシー，東京），G- プレミオボンド（以下GPB，ジーシー，
東京）およびクリアフィルメガボンド 2（以下MB2，クラ
レノリタケデンタル，東京）にて歯面処理し，光重合型コン
ポジットレジン（クリアフィルAP-X，クラレノリタケデン
タル）を積層築盛した．各試料を 24 時間水中浸漬後，初期
データに加えて，3か月，6か月水中浸漬後に微小引張接着
強さ（以下μTBS）試験を行った（n=25）．破断面はすべて
走査電子顕微鏡にて観察した．
【結果と考察】6か月後μTBS 値の中央値は，BZF 群が 61.7
MPa，GPB 群 が 24.4�MPa，MB2 群 が 44.4�MPa で あ り，
BZF 群は GPB 群およびMB2 群に比較して有意に高い接着
強さを示した．破断面観察の結果，コンポジットレジンとボ
ンディング材の界面で破壊している割合は，GPB 群が 48%
であったのに対してBZF群は 0%であり，2ステップ目に疎
水性の高い新規ボンディング材を用いることによりコンポ
ジットレジンとボンディング材の接着耐久性が改善されてい
た．さらに，歯やレジンが破壊する凝集破壊は，MB2 群が
40%であったのに対し，BZF群は 84%であった．
【結論】新規疎水性ボンディング材による象牙質接着性の向
上が認められた．
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